
1938

（44） 2017年（平成29年）２月25日発行 岡 山 県 医 師 会 報　第 1448 号

瀬戸内市における地域包括ケアの歩み

 邑久医師会　瀬戸内りょうま医院　原　雅弘

　瀬戸内市での地域包括ケアは、平成25年６月に瀬戸内市在宅医療・福祉・保健連携
推進協議会が設置され、第１回、第２回推進全体研修会が開かれたことについて、前
回の「地域包括ケアネットワークNo.15」で紹介報告されている。瀬戸内市は、県南
東部に位置しているが、高齢化率は全国平均より高く、市中心部が26％である一方、
市南部45％、東部50％という高い高齢化の実情がある。
　瀬戸内市では「笑顔で長生きできるまち」の実現に向けて、平成27年「瀬戸内市地
域包括ケア実行計画」が策定された。この計画では、①在宅で安心して最期を迎えら
れる仕組みづくり、②認知症対策、③糖尿病対策、④がん対策を重点課題とし、医療、
介護、福祉、保健、行政等の多職種による地域啓発イベントの開催や、専門職の研修・
意見交換等も実施している。
　第３回の地域包括ケア推進全体研修会が、平成27年12月に開かれ、岡山赤十字病院
緩和ケア科副部長・渡辺啓太郎先生に、「がん診療と緩和医療～医療連携を通して」
の基調講演をして頂いた。また、「がんとともに生きる、家族、医療、介護の立場」
というテーマで実践発表がなされ、緩和医療に対して専門職としてどのように関わっ
ていくか、地域とともに何ができるか等、それぞれの立場で考える機会となった。
　在宅医療多職種連携研修会では、「高次脳機能障害～」「緩和ケア～」「介護保険制
度～」「パーキンソン病～」「認知症～」「高齢期の食べる機能～」等をテーマに年４
回開催している。高齢者入所施設合同研修会では「笑顔で長生き、利用者のQOL向
上のために～」を開催、多職種の意見交換・交流の場「ケアカフェせとうち」を年３
回開催し、多職種連携・協調が深まってきている。専門職版「ケアネットせとうち通
信」の発行で、さらに多くの専門職の方々に伝えられるようにしている。
　地域住民への啓発活動については、市民講座「在宅医療・介護推進フォーラム」の
開催や、小地域に出向いて福祉サロン、小地域ケア会議等で出前講座を開き、また、
地域包括ケアシステム研修会の開催をしている。さらに市民版「ケアネットせとうち
通信」を年３回発行し、地域包括ケアシステムの普及につとめている。
　さて、瀬戸内市に、新市民病院が平成28年10月に開院した。一般病床110床のうち、
地域包括ケア病床を16床に増床、治す医療に加えて支える医療を重視し、在宅療養支
援連携連絡会の開催、市民病院医療連携担当者会議、在宅医療・地域福祉連携担当者
会議等を行っている。瀬戸内市は病院内にある行政のトータルサポートセンターを窓
口として、「笑顔で長生きできるまち瀬戸内」を目指し、総合的医療介護福祉の多職
種連携を密にして、効率的で質の高い24時間対応の医療介護地域包括ケアシステムの
構築に向けて努力を傾けている。
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他科の先生に
知って欲しい 産婦人科編②

月経にまつわる症状

 岡山県医師会産婦人科部会　
下　屋　浩一郎 川崎医科大学産婦人科学１　　　　　　　　

　受診に来られた女性患者の月経歴について問診されていますでしょ
うか？「女性を見たら妊娠を疑え」と昔から言われているように、医
療面接の現場で女性の月経歴の聴取は必須事項とされています。妊娠
の有無を確認する目的で最終月経についてお聞き頂くと共に月経に伴
う症状、とくに過多月経と月経痛について確認して頂いて患者様にア

ドバイス頂けると患者のQOLを劇的に改善する可能性があります。昔は、若い女性の月経
痛の多くは機能性月経困難症として鎮痛薬の投与で経過観察をされていることが多かった
のですが、最近では若年女性でも子宮内膜症の患者が少なくないことや月経痛を有する女
性がその後に子宮内膜症を発症して不妊に至ることが少なくないことから、積極的に低用
量ピルで治療する方が良いと考えられるようになっています。特に学校生活や就業に支障
をきたすようでしたら是非婦人科受診をお勧め頂ければと思います。また、30代から40代
での月経困難症に対しても低用量ピル以外にも様々なホルモン療法を用いることによって
QOLの改善を図ることが可能です。
　過多月経も月経にまつわる症状として頻度の多いものです。貧血の原因となるだけでな
く、背景に子宮筋腫をはじめとした様々な婦人科疾患が隠れていることがあります。性成
熟期女性の貧血の原因の大きなウエイトを婦人科疾患が占めると考えられています。過多
月経のある女性で産婦人科を直ちに受診される方は必ずしも多くありません。健康診断や
内科受診をきっかけに貧血が見出されて、原因検索の中で婦人科疾患が見つかることも多
いですので、原因不明の貧血が見つかった際には産婦人科受診をご考慮下さい。
　日本は世界で最も長寿国の一つとなり、女性の平均寿命は87歳になっています。一方、
女性の閉経時期はほとんど変化なく50 ～ 51歳です。第二次世界大戦前の平均寿命が50歳
であることを考えると、長寿によって女性は40年ほど女性ホルモンがない生活を過ごす必
要があります。女性ホルモンは、自律神経、骨、血管、皮膚、女性性器など様々な臓器・
器官に作用します。とくに更年期障害は、閉経前後の女性ホルモンの急激な変化に身体が
対応できないために生じる様々な症状を含みます。50歳前後の女性で原因不明の不快な症
状に悩んでいる方がおられましたら是非、産婦人科をご紹介下さい。治療としてホルモン
補充療法、漢方療法、自律神経調節薬などを組み合わせることで女性のQOLを向上させる
ことが出来ます。ホルモン補充療法については乳がん発生などの副作用ばかりが注目され
てしまいがちですが、定期的に婦人科検診、乳がん検診や血液検査を受けて頂くことでむ
しろ疾病の早期発見につながります。産婦人科医の多くがQOLの高い女性の生涯を支えた
いと考えていますので、是非ご紹介いただければ幸いです。




